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１．はじめに（背景） 

近年の集中豪雨に伴う地盤災害が中国地方において

毎年発生している．広島県庄原市では 2010 年７月 16

日に大規模な土石流が発生し，死者１名・全壊家屋 12

棟・半壊家屋 11 棟という被害に襲われた 1)． 

災害が発生し，土砂は川北町と西城町とを結ぶ県道

中迫川北線(県道 445 号線)から，庄原市の南側を流れる

西城川に流れ出た． 

２．研究目的 

本研究では，広域に土石流災害が発生した庄原市の

地盤情報を広域にとらえるため，人工衛星によるリモ

ートセンシング技術により可視域から赤外域までのデ

ータを用いた特徴抽出し，主題図による分類画像を作

成し，災害発生の要因を検討するものである． 

対象とした地域は，Fig.2.1 に示す北緯 34°54′

27.54″,東経 133°4′15.47″を中心とする約 17.5km

四方の範囲とした．また，災害発生直後の写真を Fig.2.2

に示す 2)．庄原市大戸観測所の災害時の降水量(15 時

~18 時 30 分)を Fig.2.3 に示す 3)． 

３．人工衛星データの適用 

３.１ 衛星リモートセンシングの概要 

 地上のすべての物体は，太陽光を受け多様な電磁波

を反射し，その反射率は物体の種類，状態などに異な

る．その物体の反射特性を地球観測衛星に搭載された

センサで収集し，それらの強弱を対象ごとに比較する

ことにより対象物の識別，または状態の認識を行うこ

とができる． 

３.２ 使用した衛星データ 

ここに使用した衛星データは，陸域観能測技術衛星

ALOS であり，搭載センサ AVNIR-Ⅱおよび PRISM で

ある 4)．衛星データ(観測日：2009 年 6 月 26 日)は，日

本が 2006 年 1 月 24 日に打ち上げた陸域観測技術衛星

ALOS 観測データである．搭載された PRISM センサは

可視光線・AVNIR-Ⅱセンサは可視光線から熱赤外まで

観測することができる． 

Fig.2.1 調査対象地域 

Fig.2.2 災害発生直後の航空写真 (篠堂地区) 

Fig.2.3 大戸観測所 10 間データ (15 時~18 時 30 分) 
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３．３ 解析方法 

 衛星データから地盤情報を解明するためには，地表

面に存在する多数の事象との相関関係を分析すること

が必要である．ここでは，このような空間情報の解析

に土地基本調査図(庄原)をグランドトゥルースとする

重回帰分析を用いた 5)．Fig.3.1 に示すように，既存抽

出データとしての地盤主題図および特徴抽出データと

しての比演算処理画像を用い，目的変量と説明変量と

の設定による重回帰分析を適用した．段階的手法のも

とに得られた最良回帰式から，重回帰モデルによる新

たな地盤主題図を作成するものである 6)． 

Fig.3.1 重回帰モデル作成の流れ 

３．４ 重回帰分析の結果 

 重回帰モデルを作成するにあたり，ここでは土地分

類基本調査図をもとに，傾斜区分の重回帰モデルを作

成した．傾斜区分に 5 つの指標を定め，重相関係数は

0.870 を得た．傾斜区分図を Fig.3.2 に示す． 

 庄原市は山地が大部分を占め，丘陵・低地は小盆地

に部分的に見られるにすぎない．このため，傾斜分布

も全体として 20~40 度未満の地域が広い面積を占める． 

 県道中迫川北線の拡大図(Fig.3.3)では、合の峠~篠堂

~大戸にかけ，全体的に 20°以上の傾斜が多く見られ

る．しかし，山頂付近では所々に急峻な箇所がある．

特に，死者 1 名を出した篠堂地区では山頂部に 40°勾

配の部分が固まって見える．篠堂地区の東部には分水

嶺があり，水の動きが速く，傾斜はこの地区への影響

が大きいと考えられる．この度の土石流は広範囲で起

きており，土石流の源頭部は急傾斜が要因で起きた可

能性が考えられるものの，別の要因での検討が必要で

あり，特に表層地質区分・雨量区分などが重要だと考

える． 

Fig.3.2 傾斜区分図 

Fig.3.3 拡大図(庄原市県道中迫川北線付近拡大) 

４．おわりに 

 今後の計画として，重回帰分析(地形分類・表層地質・

土地利用現状・風化区分・含水区分・雨量区分)を作成

し，多変量解析の中でも特に判別分類を目的として行

うことのできる数量化分析第Ⅱ類を用い庄原市の危険

度評価に繋げていきたいと考える． 
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